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編

学

課敵務
朝

総

目

ゆ
つ
く
」
）じ
ｒ

自
分
探
し
。

「お
呵
た
い
」

法
学
部

・
経
営
学
部

（経
営
、

情
報
管
理
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
）
を

対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ヤ
ン
パ

ス
が
７
月
２９
日
③
、
８
月
１９
日
③

に
開
催
さ
れ
た
。

県
内
外
か
ら
高
校
生
、
保
護
者

が
来
学
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
本
学

紹
介
、
長
坂
学
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
体
験
学
習
を
開
始
。
参
加
者

は
、
法
、
経
営
、
頻

潜

理
、
ビ

ジ
ネ
ス
企
画
の
４
学
科
及
び
キ
ャ

ン
パ
ス
早
写
の
５
項
目
か
ら
希
望熱心に聞く参加者

の
２
項
目
を
選
択
し
、
そ
れ
ぞ
れ

４５
分
の
講
義
を
体
検
し
た
。

法
学
科
で
は
、
本
学
二日
慢
の
模

擬
法
廷
で
大
塚
ゼ
ミ
に
よ
る
模
擬

裁
判
が
行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
高

校
生
は
、
本
物
さ
な
が
ら
の
裁
判

進
行
に
緊
張
し
つ
つ
も
在
学
生
の

裁
判
風
景
に
関
心
を
示
し
て
い
た

し
に
行
こ
う
ｒ

,'
!

` ●

◇歯学部体験入学◇

お
昼
に
は
、
学
生
食
堂
で
の
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が

ら
、
在
学
生
か
ら
大
学
生
活
に
つ

い
て
話
を
聞
き
、
午
後
か
ら
は
Ｆ

Ｍ
　
Ａ
ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
イ
ー
に
よ
る
軽
快
な
ト
ー
ク
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
参
加
者
を
楽
し
ま

せ
た
。
最
後
に
２
０
０
６
年

度
入

試
概
要
の
説
明
を
行

い
、
オ
ー
プ

ン
キ
ヤ
ン
パ
ス
が
終
了
し
た
。

１
日
大
学
生
活
を
体
験
し
、
朝

日
大
学
を
見
近
に
感
じ
て
く
れ
た

に
ち
が
い
な

い
。

第
３
回
オ
ー
プ

ン
キ
ヤ
ン
パ
ス

は
９
月
１０
日
●
開
催
。

よ
う
な
講
義
で
利
用
す
る
の
か
話

を
聞
き
、模
擬
実
習
で
は
、
グ
ミ
ー

人
形
を
使
っ
て
参
加
者
全
員
が
虫

古
造
燎
を
体
験
し
た
。
在
学
生
に

機
器
の
使
い
方
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
実
際
に
歯
を
削
り
、
未
来

の
歯
科
医
師
達
は
満
足
し
た
様
子

で
あ
っ
た
。

徐
験
入
学
を
咎

た
と

曇

供
生
は

朝
日
大
学

の
歯
科
教
育
を
体
験
し

歯
科
医
師
を
目
指
す
気
持
ち
が
強

く
な

っ
た
よ
う
で
あ

っ
た
。

歯
学
部
を
対
象
と
し
た
体
験
入

学
が
、
７
月
２３
日
０
、
８
月
２５
日

い
に
開
催
さ
れ
た
。

全
国
各
地
か
ら
来
学
し
た
古
学

部
入
学
を
目
指
す
高
校
生
、
保
護

者
が
本
学
の
カ

リ

キ

ュ
ラ

ム

、

施
設

・
設
備
等

の
説
明
に
耳
を
　
一

傾
け
た
。
　
　
　
一

年
前
中
は
歯

一

学
部
の
講
義
を

．

楽
し
く
わ
か
り

や
す
く
体
験
し
、

年
後
か
ら
は
歯

筈
奎

習
室
、
　

ャ

附
属
病
院
、
図

書
館
等
を
見
学

し
た
。
担
当
教

員
か
ら
施
設
の

説
明
や
、
ど
の

在学生に指導を受けながらダミー人形の歯を削る

おもな内容

オープンキャンパス

目標の資格にトライ

ギフセブンズ優勝 ・

七タコンサート・…

１

２

４

６

ど

　̈
一　

　̈
一
な

日
本
中
が
熔

■

て
い
る
。
気
候
の
・

話
で
あ
る
。
ま
さ
・

に
灼
熱
地
獄
と
い
・

う
形
容
が
ぴ
っ
た
・

り
く
る
。
気
温
が
・

２５
度
を
超
え
る
夜
・

・
を
熱
帯
夜
と
い
う
が
、
西
濃
地
・

・
域
の
外
気
温
は
夜
に
な
っ
て
も
・

．
２６
度
以
上
。
と
い
う
こ
と
は
、
・

・
家
の
中
は
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
・

・
な
い
限
り
さ
ら
に
暑
い
こ
と
に
・

・
な
る
。
で
、
夜
中
も
冷
房
を
つ
い

・
け
っ
枚
し
。
体
に
は
良
く
な
い
。
・

・
７
月
末
に
熱
海
に
行

っ
た
が
、
・

・
な
ん
と
爽
や
か
な
気
候
で
あ
っ
・

い
を

」
と
か
。
茎

曇

住

の
人
と

「
先
日
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
・

い
が
ら
話
し
た
の
だ
が
、
や
は
り
・

こ
の
岐
阜
の
暑
さ
は
特
別
だ
と
い

。
い
う
こ
と
で
意
見
が

一
致
し
・

・
た
。
こ
の
地
域
の
み
な
ら
ず
今
・

・
年
は
全
国
的
に
猛
暑
だ
と
い
う
・

・
こ
と
で
あ
る
。
永
田
町
も
連
日
、
・

ｉ
咎
え
て
い
る
ら
し
い
。
郵
政
民
い

「
営
化
問
題
で
賛
成
、
反
対
真
っ
・

・
二
つ
に
割
れ
て
お
り
、
両
陣
営
、
・

・
地
元
支
持
者
ら
の
板
挟
み
に
合
・

・
っ
た
議
員
が
自
殺
す
る
と
い
う
「

・
不
幸
な
出
来
事
も
報
道
さ
れ
「

，
た
。
こ
の
原
因
に
つ
い
て
の
真
・

・
偽
は
明
確
で
は
な
い
が
。
北
朝
・

・
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
に
つ
い
て
・

・
も
位
致
強
年
口者
の
家
族
の
方
々
・

・
が
、　
一
向
に
誠
意
を
見
せ
よ
う
・

・
と
し
な
い
北
朝
鮮
に
対
し
、
経
・

・
済
制
裁
な
ど
を
求
め
て
炎
天
下
・

・
で
の
座
り
込
み
を
行
っ
た
。
ご
・

・
家
族
の
胸
中
も
早
期
解
決
を
肛
い

つ
て
人
の
よ
つヽ
に
燃
え
さ
か
っ
い

て
い
る
に
違
い
な
い
。
お
っ
と
・

・
一
つ
だ
け
火
の
消
え
た
と
こ
ろ
・

・
が
あ
っ
た
。
名
門
巨
人
軍
で
あ
・

い
る
。
早
々
と
優
勝
争
い
か
ら
脱
い

【
落
。
視
聴
率
も
過
去
最
低
。
冷
・

・
た
い
夏
を
お
く
っ
て
い
る
。
　

・

はなみずき
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経
営
学
科

・
情
報
管
理
学
科
の

「教
養
演
習
Ｉ
」
、
「キ
ャ
リ
ア
演

習
」
等
で
は
様
々
な
資
格
取
得
を

目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
各
種
資
格

試
験
が
６
月
か
ら
前
学
期
末
に
か

け
て
実
施
さ
れ
た
。

言撃

壁

は
、
日
奎

昨茎
晶

力
検
定
を
皮
切
り
に
次
々
と
資
格

試
験
に
挑
ん
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
試

験
は
学
内
で
の
国
体
受
験
で
行
わ

れ
、
い
つ
も
の
講
義
室
で
の
受
験

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
海
外
研
修

２
０
０
５
空
度
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
短
期

海
外
研
修
参
加
者
募
集
が
５
月
末

に
締
め
切
ら
れ
、
面
接
等
に
よ
り
、

昨
径
度
の
基
礎
教
育
科
目
成
績
優

秀
者
と
名
を
含
む
Ю
名
の
派
遣
学

生
が
選
考
さ
れ
た
。
学
内
で
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
生
寸を
で

え
た
遜

運
学
生

は
、
８
月
２９
日
か
ら
９
月
１６
日
の

日
程
で
海
外
研
修
へ
出
発
。
現
地

で
は
語
学
を
は
じ
め
様
々
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
体
験
し
て
い
る
。

180名が真剣に問題に取り組んだ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
学
生
達
は
落

ち
着
い
て
試
験
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定

で
は
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
の
学
生

も
多
数
受
験
し
た
。

食
肇

鍛

日
本
語
文
章
能
力
検
定
１
８
０
名

Ｍ
Ｏ
Ｓ
検
定

（６
月
）
　

　

３５
名

Ｍ
Ｏ
Ｓ
検
定

（７
月
）
　

　

６９
名

ビ
ジ
ネ
ス
能
裂
堡
左
　

　

３３
名

墾
竪
塗
左　
　
　
　
３８
名

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
　
Ｂ

ｒ
ｉ
ｄ

ｇ
ｅ３３
名

パ
ソ
コ
ン
検
定
　
　
　
　
　
１８
名

経
営
畢
歎
鋳
蟄
是
鈴
誅
会
が
開
催

さ
れ
、
２
年
生
以
上
の
保
護
者
８２

名
が
参
加
し
た
。

大
講
義
室
で
の
全
体
会
議
で
は

教
務
、
学
生
生
活
、
就
職
に
つ
い

て
各
担
当
教
員
か
ら
説
明
が
行
わ長坂学長あいさつ、壇上は経営学部教授陣

多くの保護者の方々が大学の教育方針等を熱心に聞き入っていた

れ
、
そ
の
後
、
各
学
科
別
に
個
別

面
談
を
実
施
し
た
。

指
導
教
員
ご
と
に
設
置
さ
れ
た

ブ
ー
ス
で
は
、
各
指
導
教
員
か
ら

学
生
の
大
学
で
の
様
子
、
成
績
、

就
職
活
動
な
ど
た
く
さ
ん
の
情
報

が
提
供
さ
れ
、
ま
た
、
保
護
者
か

ら
は
家
庭
で
の
様
子
な
ど
が
伝
え

ら
れ
た
。

今
回
の
参
加
率
は
１４

・
６
％
で

昨
年
度
よ
り
２

・
１
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「先

生
方
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
圭
就

職
活
動
に
学
校
全
簿
で
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
安
心
で
す
七
子
ど
も

の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
、
毎
年
楽

し
み
で
す
」
等
の
参
加
し
て
良
か

っ
た
と
い
う
図
答
を
多
く
い
た
だ

い
た
。

教
育
懇
談
会
は
毎
年
１
回
６
月

頃
に
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
４

回
目
を
迎
え
る
。
よ
り
有
意
義
な

懇
談
会
を
来
径
痒
も
開
催
す
る
予

定
で
あ
り
、
保
護
者
の
皆
様
に
は

多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
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解 で

医
学
生
物
学
電
子
顕
微
鏡
技
術

学
会
が
本
学
の
回
腔
解
剖
学
分
野

の
明
坂
教
授
を
会
頭
に
開
催
さ
れ
、

全
国
の
大
学
の
歯
学
の
み
な
ら
ず

医
学
、
若
護
、
農
学
、
理
学
、
水

産
、
工
学
な
ど
多
岐
に
渡
る
領
域

の
研
究
者
、
技
術
者
が

一
同
に
集

ま
り
熱
心
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

同
時
に
商
業
展
示
も
行
わ
れ
、
機

器
の

一
部
が
実
演
と
共
に
紹
介
さ

れ
、
最
新
の
機
器
に
触
れ
る
ま
た

と
な
い
機
会
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
基
礎
関
連
の
学
会
を
本
学
で
開

催
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
こ
の
方

面
で
の
朝
日
大
学
を
よ
り
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
絶
好
の
Ｐ

Ｒ
と
も
な
っ
た
。

ま
た
、
同
学
会
会
期
中
に

「子

供
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」
を
開
催

し
た
。
こ
の
試
み
は
地
元
の
小
学

校
高
学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
よ

り
科
学
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

畿
齢 「iF彎

澤 ||

パネル展示に見入る来場者

開催
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
本
学

Ｈ
Ｐ
上
の
公

開
、
一牛
業
生
・

新
入
生
に
対

す
る
記
念
品

贈
呈
等
に
つ

い
て
引
き
続

き
室
荒
し
て

）
く
こ
と
と

な
っ
た
。

礁
様
甍
対
蜘
様
無
隷
郭
勲
筆
´
棚

一

協
賛
事
業
で
支
援
を
受
け
て
い
る
。

実
習
で
は
歯
学
部
共
同
研
究
所

分
析
機
器
部
門
の
職
員
、
大
学
院

生
が
講
師
と
な
り
、
最
新
の
簡
易

型
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
て
植
物
の

葉
、
昆
虫
、
硬
貨
な
ど
身
近
に
あ

き
で
も
あ
り
、
こ
の
様
な
機
会
を

地
元
の
小
学
生
に
提
供
で
き
た
こ

と
に
よ
り
、
朝
日
大
学
を
も

っ
と

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た

一
日
と

（歯
学
部
　
明
坂
年
隆
）

本
学
経
営

学
部
の
教
貝
、

学
生
で
構
成

さ
れ
て
い
る

朝
日
大
学
経

営
学
会
の
役

員
会
及
び
総

会
が
開
催
さ

れ
た
。

同
会
の
主

な
活
動
と
し

て
、
学
術
論

文
誌

「経
営

論
集
」
の
刊

行
、
経
営
学

部

広

報

誌

「
フ
ォ
ー
ラ

き
添

い
の

父
兄
を
含

め
る
と
受

け
入
れ
可

能
限
界
の

５。
名
近
く

に
な
る
ほ

ど
大
盛
況

で
あ

っ
た
。

昆
虫
に

か
か
わ
る

講
義
を
熱

心
に
聴
く

小
学
生
、

Ｃ
Ｒ
Ｔ
上

に
映
し
出

さ
れ
る
電

子
顕
微
鏡

像
に
歓
声

を
上
げ
る

様
子
を
見

る

こ

と

は

新
鮮
な
驚

こ
の
他
、
研
究
会
の
実
施
、
企

業
見
黄

至
す
の
企
画
募
集
活
動
計

画
、
〒゙
会
規
約
の
一
部
改
正
、
「経

営
論
集
」
募
集
要
項
へ
の
著
作
権

に
つ
い
て
の
記
載
等
が
承
認
さ
れ

る
も
の
を
サ
ン
プ
ル
に
走
査
電
子

顕
微
鏡
の
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
造

形
美
を
楽
し
ん
だ
。
３。
名
以
上
の

児
童
が
集
ま
り
２
班
に
分
け
て
実

習
を
行

っ　
　
‐

た
が
、
付

と

義
経
営
学
研
究
科
魯
懲
嬢

薪

学
内
入
試
説
明
会
絡

イ

杏
宇
学
部
生
、
留
学
生
別
科
生

等
に
対
す
る
経
営
学
研
究
科
入
試

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
２
回
の

説
明
会
に
約
２。
名
の
学
生
が
集
ま

り
、
春
季
入
学
及
び
秋
季
入
学
の

学
内
推
薦
入
試
、　
一
般
入
試
、
特

別
選
抜
入
試
等
の
様
々
な
入
試
区

分
に
つ
い
て

な
っ
た
。

「うわ～すごい」′J が響いていた
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本
学
徐
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、

関
市
グ
リ
ー
ン
フ
イ
ー
ル
ド
中
池

で
開
催
さ
れ
た
ギ
フ
セ
ブ
ン
ズ
に

出
場
し
、
大
会
３
連
覇
を
成
し
遂優勝・準優勝を勝ち取り喜びいつばいのラグビー部員

顧

日

□

嗣

函

蜘

国

国
園

曰

団
田

蠅□
ば

中

盟 lttЧl

げ
た
。

同
大
会
は
、
大
学
生
、
社
会
人

８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
同
部
は
岐

皐
疑
警
常や
ギ
フ
ク
ラ
ブ
等
の
社
会

人
チ
ー
ム
を
相
手
に
、
東
海
学
生

リ
ー
グ
ー
部
の
実
力
を
発
揮
し
栄

冠
を
勝
ち
取

っ
た
。

命
控
ｇ

優

勝

朝
日
大
学
Ａ

準
優
勝

朝
日
大
学
Ｂ

ル
《

本
学
体
育
会
フ
エ
ン
シ
ン
グ
部

所
属
の
中
山
セ
イ
ラ
選
手

（情
報

管
理
４
年
）
が
、
キ
ュ
ー
バ
国
際

大
会
に
出
場
し
、
女
子
サ
ー
ブ
ル

準
優
勝
に
輝
い
た
。

同
種
目
に
は
、
世
界
各
国
か
ら

４６
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
中
山
選

手
は
予
選
を
４
勝
１
敗
で
通
過
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
韓
国
、

カ
ナ
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
の
塑
墨
碧
手

を
相
手
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ

る
剣
さ
ば
き
で
決
勝
戦
へ
勝
ち
進

ん
だ
。

決
勝
戦
で
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
選

手
に
惜
し
く
も
敗
退
し
た
が
、
国

際
大
会
で
銀
メ
ダ
ル
を
つ
か
ん
だ

中
山
選
手
は
国
内
外
で
注
目
の
選

手

へ
と
成
長
し
、
彼
女
の
目
標
で

あ
る
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
ヘ
ま
た

一
歩

近
づ
い
た
。

十.

2名出場熟定

′パ
レ
ー
ボ
ロ

本
学
徐
育
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

の
井
上
義
浩
監
督
が
、
財
団
法
人

日
本
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
一委
員
会
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ

一

ッ
フ
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
。

回
委
員
会
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
日
本
代
表
選
手
に
対
し
フ
ィ
ジ

カ
ル
、
メ
ン
タ
ル
両
面
に
お
い
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

「
ア
ス
リ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
掲
げ
て
い
る
。

井
上
監
督
墜
輩
炭
１７
空
基
帰
化
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
日
本
代
表

チ
ー
ム
は
、
２
０
０
５
ワ
ー
ル
ド

リ
ー
グ
に
お
い
て
、
初
戦
か
ら
苦

戦
し
つ
つ
も
、
最
終
ラ
ウ
ン
ド
で

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
圧
勝
し
今
大
会

を
連
勝
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

△
μ
後
、
北
一爪
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に

照
準
を
あ
わ
せ
、
井
上
監
督
も
日

本
代
表
チ
ー
ム
の
強
化
に
尽
力
し

て
い
く
。

‡

西
日
本
大

学

バ

レ

ー

ボ
ー
ル
５
学

連

対

抗

戦

（福
岡
／
８

月
下
旬
～
９

月
上
旬
）
の

東

海

選

抜

チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
に
、
本

学
体
育
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

部
所
属
の
小

野
≡
宏
選
手

（法
３
年
）、

長
谷
川
勝
也

選
手

（情
報
管
理
２
年
）
が
選
ば

れ
た
。

同
大
会
で
は
東
海
、
関
西
、
中

国
、
四
目
、
九
州
の
５
学
連
か
ら

選
抜
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
西
日
本

の
頂
点
を
目
指
す
。

ヽ

ス
タ
ッ

2名の東海選抜メンバーを育てた本学バレー部練習風景
ヽ

目
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学
生
部
主
催
の
学
生
補
導
講
演

会
が
本
学
６
号
館
大
講
義
室
に
て

開
催
さ
れ
た
。

同
講
演
〈
不
は
、
夏
朱
み
を
攣

え

た
学
生
に
、
薬
物
、
銃
器
、
ス
ト
ー

カ
ー
、
悪
徳
商
法
等
の
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
学
生
の
意

識
を
高
揚
す
る
こ
と
を
日
的
と
し

て
い
る
。

崚
早
県
北
方
警
察
署
生
活
安
全

課
か
ら
〓

「犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
―
夏
体
み
を
控
え
て
薬
物
犯
罪

等
に
手
を
染
め
な
い
よ
う
に
自
己

防
衛
を
―
」
と
題
し
て
講
演
い
た

だ
い
た
。

近
年
、
薬
物
は
中

学
生
で
も
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
ほ

ど
身
近
に
潜
ん
で
お

り
、
ま
た
、
薬
物
使

用
に
よ
り
萎
縮
し
た

脳
は
三
度
と
元
に
は

一尺
ら
な
い
こ
と
や
、

摘
発
し
た
薬
物
所
有

者
及
び
中
毒
者
の
様

子
な
ど
を
参
加
し
た

学
生
、
教
職
員
は
真

学
生
補
導
講
演
会
開
催

人工呼吸法はいざという時のためにもマスターしたい

体
育
会
、
学
友
会
主
催
の
熱
中

症
予
防
に
関
す
る
講
演
、
学
生
都

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
催
の
救
〈
緋
瞥
一

法
講
習
会
が
本
学
徐
育
館
に
て
行

安全な夏休みを1架空請求、オレオレ詐欺にも注意 !

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
架
空
請
求
や
オ
レ
オ
レ

詐
欺
の
被
害
が
岐
阜
県
下
で
も
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
生
及

び
保
護
者
の
皆
様
に
も
注
意
し
て

頂
き
た
い
。

わ
れ
た
。

夏
休
み
中
の
部
活
動
や
日
常
生

活
で
の
万

一
の
事
故
に
備
え
る
た

め
、
運
動
中
、
課
外
活
動
中
の
熱

中
症
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
本
学

附
属
病
院
の
渡
辺
郁
雄
教
授
か
ら

発
生
要
因
と
廿
処
法
が
説
明
さ
れ

た
。救

命
救
急
法
講
習
会
で
は
、
予

測
不
能
な
災
室
雁

値

え
、
事
故

防

上
の
知
識
と
応
急
手
当
の
基
本
的

な
を
行
習
得
を
行

っ
た
。
崚
早
中

消
防
署
か
ら
署
貝
７
名
を
講
師
と

し
て
迎
え
、
グ
ミ
ー
人
形
を
用
い

た
人
工
呼
吸
法
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
法
の
説
明
を
受
け
、
学
生
も
実

際
に
応
急
手
当
を
体
験
し
た
。

こ
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
つ
け

学
生
に
は
安
全
に
ク
ラ
ブ
活
動
を

行

っ
て
欲
し
い
。

クラブ名 大会 日時 成   績

卓 球 東海学生卓球選手権 6/二 B～ 19
タブルス

優 勝 張魏 (イ
・I営 4年 )、 申珂 (経営 2年 )

準優勝 上段菜々子 (経営 2年 )、 岡田愛 (情報管理 1年 )

3位
高尾恵 (法 3年 )、 岩崎清美 (経営2年 )

浦あづさ (経営3年 )、 松田寛子 (情報管理1年 )

シングルス 3位 張貌 (経営 4年 )

柔 道 (女 子 )

全日本ジユニア女子柔道体重別選手権大会

岐軍県予選会
6/12

48kg級 率優勝 木村lT(法 1年 )

57kg級 準優勝 森図里奈 (情報管理 2年 )

63kg級 優 勝 杉野友 l己 (法 1年 )

70kg級 準優勝 綿谷里奈 (情報管理2年 )

第31回岐阜県学生柔道個人選手権大会

兼三岐学生柔遵大会予選会
6/19

優 らヽ 黒木久仁子 (法 2年 )

準1憂跡 田渕ひとみ く情報管理3年 )

ホ ッ ケ 第11回東海学生ホッケー選手権大会 7/3 優 爵券 ×全日本選手権大会出場決定 (10月 )

負l 道 第52回全日本学生剣迫東西対抗試合 7/3 西軍九将 澤本将伸 (法 4年 )

硬 式 庭 テオ、第49回岐阜県学生テニス選手権大会 6′/11-19
シングルス

優 勝 小島忠 (情報管理 3年 )

準優勝 村上賢輔 (経営 3年 )

3位
水野栄―郎 (経営2年 )

堀浩典 (経営 2年 )

ダブルス
優 勝 小_車忠 (情報管理 3年 )、 水野栄―郎 (経営 2年 )

準優勝 村上賢輔 (経営3年 )、 鈴木知 (情報管理1年 )

自 転 車 競 技

第38回全日本実業団西日本自転車競技大会 6´/]7～ 19 4kmT P 準優勝
増田智仁

若槻彰隆

(法 2年 )、 中島和夫 (経営2年 )
(情報管理2年 )、 和田昌也 (経営1年 )

第 8回全日本自転尊競技選手権大会 7/1～ 3 4kmT P 準優勝
中島稲夫 (経営 2年 )
※岐阜県澤抜として出場

第36回全日本実業団東日本自転革競技大会 7/′ 9^引 0

4鷺llT P 優  勝
増田智仁 (法 2年 )、 中島下ll夫 (経営2年 )
若槻彰隆 O睛報管理2年 )、 不[田昌也 (経営1年 )

IP
優 勝 中島和夫 (経営 2年 )

3位 増田智仁 (法 2年 )

TT 準イ憂勝 後藤彰仁 (経営 2年 )

SP 準優勝 後藤彰仁 (経常 2年 )

TS 3位 後藤彰仁 (経営 2年 )、 村松俊3小 (経自 1年 )
驚原大直 1情報管理 1年 )
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第
２
回
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公

開
謹
墜
が
朝
日
大
学
歯
学
部
附
属

村
上
一記
合
病
院
に
て
開
催
さ
れ
、

当
院
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、　
一
般
市
民
、

日
本
赤
十
字
徹
明
分
団
、
当
院
実

習
生
を
含
む
４９
名
が
参
加
し
た
。

健
康
講
話
と
し
て
、
当
院
循
環

器
内
科
の
九
山
講
師
に
よ
る

「心

臓
病
の
予
防
に
つ
い
て
」
が
行
わ

れ
、
靡
血
性
心
疾
患
と
動
脈
硬
化

の
因
果
関
係
の
説
明
、
糖
尿
病
、

高
肝
血
症
や
煙
草
、
肥
満
な
ど
の

因
子
を
予
防
す
る
こ
と
に
よ
り
虚

血
性
心
疾
患
の
発
症
が
抑
制
さ
れ

る
こ
と
、
１
次
予
防
及
び
２
次
予

防
の
必
要
性
が
話
さ
れ
た
。

続
い
て
、
峡
工
巾
社
会
福
祉
協

議
会
の
大
出
真
生
先
生
に
よ
る

「ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
始
め
ま
せ
ん

か
～
自
分
に
何
が
出
来
る
か
を
考

え
る
～
」
と

題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
、
　

一

阪
神
淡
路
大

一

震
災
で
の
ボ

・

ラ

ン

テ

イ

ア
　
イｉ

・

帯

よ
り
、
当
院
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
１

年
の
足
跡
が
画
面
で
説
明
さ
れ
た

講
座
の
締
め
く
く
り
に
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る

車
椅
子
の
実
技
指
導
が
行
わ
れ
た

車
椅
子
の
開
閉
、
段
差
の
昇
降
等

は
難
し
く
、
つ
い
力
を
入
れ
す
ぎ

て
し
ま
う
。
更
に
操
作
す
る
前
に

患
者
様
に
声
が
け
を
す
る
大
切
さ

を
知
り
な
が
ら
失
敗
し
て
し
ま
う
（

今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生

か
せ
る
事
柄
が
満
載
の
講
習
で
あ

っ
た
。

病
院
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
長
野
さ

の
話
が
興
味

深
か

っ
た
。

当
院

の
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

「
グ
ル
ー

プ
慶

は
ス

タ
ー
ト
し
て

２
年
、
午
前

中
２
時
間

の

活
動
風
景
は

行
き
か
う
人

人

の
心
を
和

ま
し
て
い
る
。
病
院
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
支
援
室
員
の
小
野
副
一有
護
部
長大出先生がボランティアについて語る

|二li1 1!_`i

患者様に負担のないように車椅子を操作

彎七

'コ
ン サ
百ん

を
初
め
と
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

本
院
で
は
引
き
続
き
院
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

魔
事
一一課

き
島
令
子
）

も少瓢ンサずト
2000光年・25光年・17光年 'I ●―
何を表す監字れBわれBと

'書

すれB?

２
０
０
０
年
前
に
光
を
発
し
た

自
最
狂
の
１
等
星

買
ア
ネ
フ
」
、
２５

年
前
の
こ
と
座
の
「
ベ
ガ
」
、
１７
年

前
の
わ
し
座
の

「
ア
ル
タ
イ
ル
」
。

天
頂
近
く
に
位
置
し
、
夏
の
夜
空

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
負

け
じ
と
、
朝
日
大
学
歯
学
部
附
属

村
上
記
念
病
院
に
て
七
タ

コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
で
は
、
年
間
２
回
の
院

内
コ
ン
サ
ー
ト
演
奏
者
で
あ
る
宮

田
さ
ん

（キ
ー
ボ
ー
ド
）、
清
水
さ

ん

（サ
ッ
ク
ス
）、
大
本
工
さ
ん

（エ

レ
キ
ギ
タ
ー
）
に
よ
る

「
ミ
ス

タ
ー
・サ
マ
ー
タ
イ
ム
」
「
ス
タ
ー

ダ
ス
ト
」
等
の
演
奏
。
さ
ら
に
、

「星
に
願
い
を
」
の
ひ
き
語
ｂ
は

聴
衆
を
う

っ
と

り
さ
せ
た
。

第
２
部
の
幕

明
け
は

「百
万

本
の
び
屋
。
ス

テ
ー
ジ
の
キ自
面

パ
ネ
ル
に
咲
い

た
ブ
ル
ー
ロ
ー

ズ
が

一
緒
に
唄

い
、
踊
っ
て
い

る
様
な
針
覚
さ

え
覚
え
た
。
続

い
て
「
ベ
サ
メ
・

ム
ー
チ
ョ
」
「サ

ン

ト

ワ

与

ミ
ー
」
「愛
の
讃

歌
」
を
熱
唱
す

大迫力の歌唱力 !患者様に感動をありがとう

る
の
は
、
加
藤
と
き
子
を
紡
彿
と

さ
せ
る
も
の
す
ご
い
迫
力
の
歌
姫

足
一立
た
ま
美
さ
ん
。
△
猫
を
患

っ

た
経
験
よ
り

「平
和
」
と

「命
の

短

い
ス
テ
ー
ジ
で
は
あ

っ
た
が
、

２
３
９
名
の
聴
衆
と
共
に
素
晴
ら

し

い
時
間
を
共
有

で
き
た

コ
ン

サ
ー
ト
で
あ

っ
た
。

帝

朝■祭告ズ|!
第35回朝日祭が開催されます。皆
様お誘い合わせの上ご来場ください。

期日:11/4(金 )、 5日 (土 )、 6日 (日 )

見所 :模擬店

映画上映

芸能人来学 他 大
切
さ
」
を

願

い
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲

「
ウ

』　打歌ッ一上ュ叶

勤
　たｏ

鋭
諺
Ⅸ築

妙　乱マゆ」律

勅
　
わ
せ指
先
で

″　『軒残没たっ

患
者
様

の
姿

が
印
象
的
で

あ

っ
た
。

ｌ
時
間
の


